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字に影響を与えていると考えられる。
　これを正規職員と非正規職員に分けてみたところ、正規職員の危機感が圧倒的に高く、
その一方で非正規職員の「わからない」という回答が過半数を超えていることが目につく
（図22-2）。正規職員にとっては、新システムは近い将来に自らの保育に影響を与えること
がほぼ確実であることから、「不安」を抱いていることが説明できると思われるが、それ
を非正規職員の立場から見てみれば、情報が自分たちのところまで届かない、あるいは新
システムが実施されるときに自分はこの職場にいるかどうかはわからない、ということが
あるのかもしれない。
　その不安の中身について聞いたのが図22-3である。圧倒的に多いのが「保育の内容」
86.4％である。また「職員配置」41.9％、「資格」37.7％「園運営（経営も含める）」33.9％、「仕
事量」30.7％がそれに続く。
　正規職と非正規職で差が大きいもののひとつが「園運営（経営も含める）」であるが、
この点について「園長・副園長」のみの数値をみたところ、40.5％であった（図22-4）。こ
れは正規職員の回答率とほぼ符合し、その意味では、新ステム後の「園運営」は、園長・
副園長を含む正規職員にとって切実な不安としてとらえられているようである。
　同じく正規職と非正規職での差が大きい項目に「仕事量」がある。この点は、「仕事上
の悩み」項で「仕事量が多すぎて、疲れを感じたとき」と回答した正規職員が59％という
数字とも一致する。現行の制度下でも正規職員たちは十分に多忙だと感じており、それが
－71－
新システムに移行した時にどのようになるのかという不安の表れているのではないか。
　それに対して非正規職の方が高く出ている項目は、「資格」であり「給与」である。給
与に関しては、自由記述において同一の仕事をしながらどうして給与が異なるのかという
不満が述べられている通りである。資格に関しては、今後の制度変更に伴って現在の資格
のまま勤務できるかどうかということを表していると思われる。ちなみに所有している資
格が1つの者に限ると、正規職で資格に不安を感じる者は57.6％、非正規職では70%に跳ね
上がる。このことをみれば、未だはっきりとしない新制度下で、保育士あるいは幼稚園教
諭のみの資格しか所有しない者の不安は大きいといえる。
問23　自由記述
　以下は自由記述における抜粋である。勤務園や職務により抱えている問題は異なるもの
の、給与面での不満、人手不足や長時間勤務などの過重な労働環境の下で目指す保育が実
践できないと悲嘆し、今後の保育の行くすえを危惧する声が多く見られる。
○公立保育園　正規職員
・異動が２～３年である。早すぎると感じる（20歳代男性）。
・ 今独身だが、結婚、出産後、仕事を続けられるのか不安。体力に自信もなく日々の仕
事に追われながらの家庭の両立は体調面でも心配である。女性が多く働く職場であっ
ても育休、産休は取りずらい現状がある。もっと当たり前に休める雰囲気が広がれば
いいと思う（20歳代女性）。
・ 勤務時間はほとんど保育にあたり、書類を書く時間をあまりとることができない。し
かし、書類は増えていく一方で休憩時間中も仕事をしたり、定期で帰れないことが多
い。それに関して、特に手当てもないので、負担が増える。また、臨時職員ばかり増
えるので、正規職員の仕事量が増え、責任も重くなっている（20歳代女性）。
・ 正規職員と臨時職員の関係作りの難しさ。臨時職員の方が園内に多く、担任を持って
いる人もいるが、雇用条件があまりにも悪く、どうしても給与、仕事量云々とうまく
いかないところがある（20歳代女性）。
・ 公務員の為給与や仕事量、その他労働者の権利等は恵まれていると思います。私の勤
める市でも職員が足りず、臨時保育士を探している状態であります。国家資格であり
ながらこの給与では資格を生かせずにいる人が多く残念に思います（20歳代女性）。
・ 個別支援を必要とする子が増え、自分のやりたい保育が思うように行えないことが多
い。また子どもの保育時間が長くなり、その分子どもと関わる時間が増えるが、次の
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保育の準備ができず、残業や家への持ち帰りとなってしまう（30歳代女性）。
・ 年々人手不足（赤ちゃんが多く入園してくる）になっていく気がする。だからと言っ
て保育現場は誰でも手伝いに入ればいいという現場ではない。資格とまではいかなく
ても、簡単な研修を受けて、保育現場に入ってくれる方々がいれば良いと思う。少し
でも負担が軽くなります（30歳代女性）。
・ 保育園では、幼稚園と同じレベルの教育が受けられると入園した親は教育レベル・保
育内容・保育士の質の低さにがっかりするでしょう。幼稚園では今までの積み重ねか
ら教育レベルが保たれるが、保育時間が長くなると保育準備、研修ができないためそ
の後の教育レベルは下がると思います。職員の安定した増員が必要です（30歳代女性）。
・ 保育の仕事はきりがなく、常に仕事をかかえ、追われている気がする。もっともっと
こどもと関われる保育にするためには、制度的にクラス人数を減らしたり、何か手立
てが必要では。あれこれやりたいができないまま１年が過ぎており、気持ちにゆとり
が欲し い。忙しすぎてもう無理なので３月末で仕事をやめます。私の力不足なんだ
ろうけど、楽しく保育できる保育士さんをぜひ育てて下さい。また親にも子育ては楽
しいって感じられるようになって欲しいです。アンケートありがとうございました（40
歳代女性）。
・ 昔と違い、一人一人のケアーをすることが多くなってきている。負担が多いため対応
しきれない。園内に１～２人の保護者対応の人が欲しい。また気になる子のいる園に
は、掛け持ちでもよいから専門知識のある人にいてもらいたい。
・ 保育園に勤務しているが、正規職員が少なく臨時職員が多くなっている。配慮を要す
る子の対応職員もほとんどが臨時職員となり保育の質が落ちているのではと感じてい
る。雇用中断もあり、保育業務に支障をきたすことがある。正規職員を増やすことが
大切だと考える（50歳代女性）。
・ 就労について思うことはない。思うのは、きっちりと幼児教育が守られること。現在
は保護者側に片寄り、子どもの教育が保障されているとは言えない。人材育成に力を
入れ、大切な幼児期を正規職でしっかり保育していきたい。臨時職員での対応はおか
しい。幼児教育に明るい未来が感じられない。子どもの社会問題多く、これでいいの
か（50歳代女性）。
・ 残業はなるべくないように。帳簿付けはやりくりして時間内に。資質向上のためにい
ろんな研究を受けましょう。労働時間短縮。休憩時間をとりましょう。早朝・延長で
時間差出勤を…と言った制度の中でサービス残業を余議なくされている状況である。
真面目にやればやるほど自分自身のための時間がなくなり疲労がたまる。保育園を増
やし、正規職員数を増やし、ゆとりある保育、心にゆとりの持てる保育士（趣味やボ
ランティア活動ができ人間味のある）に保育をしてもらいたい。多面的に物事を考え
－73－
られる保育士、表情にメリハリのある保育士、しっかりとした哲学を持てる保育士を
育ててください（60歳代女性）。
○公立保育園　非正規職員
・ 勤務園では臨時でもクラス担任を持つことが当たり前である。仕事内容は正規職員と同
じにも関わらず、給料は安く昇給もない。一生このままでは嫌だと思っている。絶対に
子育てが落ち着いたら正規職員になりたい。お金がすべてではないが、安い分仕事の
フォーローを正規職員にしてもらいたい。正規職員と臨時職員の給与格差をなくして欲
しいこと。人員を増やして欲しいこと（特に正規）。これが私の希望である（20歳代女性）。
・ 結婚前に働いていた私立幼稚園が仕事の持ち帰りが多く、休日も休めなかった。子ど
もの発達を重視するより保護者のための“見せる保育”が重視され働いていても不満
に思うことがあった（20歳代女性）。
・ 男性として保育士をさせていただいている。妻、子どもがおり男性としての福利厚生
があるともっと働きやすい環境だと思う。また、市の臨時職員に対する正規職員への
登録制度があってもいいと思う。毎年採用試験を受けており、それでも保育士が足り
ない現状なので、経験者の登用があってもいいのではと思う。多くの男性保育士に一
生続けていくためのチャンスがあれば嬉しいです（20歳代男性）。
・ 現在臨時保育士として勤務しています。正規職員の採用が減り臨時職員が増え、正規
職員と同じ内容・量・責任を負っています。クラス担任をできることは自分のスキル
アップにつながるのですが、１年雇用という現状の中で日々不安、責任の重さを感じ
ています。また若手育成を臨時職員に求めている面もあり、保育現場で多くを求める
前に職員の配置についても考えて頂きたいと思います。私は公立園の労働時間・休暇
について不満はないのですが、以前私立に勤務していた時は仕事量が多く休暇も殆ど
取れないのが当たり前でした（30歳代女性）。
・ 国が親の支援にばかり目を向け、子育てに協力できない、言えない、もどかしさがあ
る。何の為に専門的な事を学んできたのか（40歳代女性）。
・ 無資格者は最長５年継続勤務で退職させられる事が一番の不安である。５年で雇用を
止める為、人員不足になり様々な人間が出入りする。そのために、保育者としての質
が落ちているのでは？（50歳代女性）。
・ 私は臨時職員ですが資格があってもあまりにも安い賃金だと思う。スーパーのパート
やアルバイトとも時給の差がほとんどない賃金です。仕事は正規と殆ど同じなのに、
資格手当に対する金額ではないと思う。これでは良い人材が集まらず保育の質的向上
もないです。40名近い諸君のうち保育士で正規の方は８名しかおらず、正直難しい問
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題が多いです（50歳代女性）。
・ 副担任としての立場に、どこまでやったらよいのか迷うことがあります（50歳代女性）。
○私立保育園　正規職員
・ 行事などがないときは残らずに帰れるが、作品展、運動会、遊戯会などの大きな行事
になると５時まで勤務が８時９時と遅くなってしまう。その分の給与をいただければ
よいのですが。サービス残業で仕方ないとは思いますが（20歳代女性）。
・ 子どもの命を預かる責任ある仕事だが、それ相当の給与ではないと感じる。残業も多
く手当はつかない。それだけが目的ではないが、最近よく感じる公務員に合わせて・・・
と言うが元々が違うのに何故と思う（20歳代女性）。
・ 長時間のわりには手当がつかず安月給。自分の子どもといれる時間も少なく、不安に
なることもあります。小学校以降の先生に比べて仕事量のわりに報酬が少ない？と思
います。お金がほしいわけではなく、子どものためにいろいろ頑張っているので、も
う少し給料があがると長く続けられるのでは？（20歳代女性）。
・ 新しい保育指針で保護者支援など保育士の仕事量が増えているのに、保育単価は変わ
らないなど保育士の仕事量と給料のバランスが気になります。就労実態とは異なりま
すが、問題となることとしては、子ども・保護者のセーフティネットが十分に機能し
ていないと感じます。またそのことに対する保育士の対応の仕方が、研修などで学ぶ
機会がないように感じます。先日当園で問題になりましたが、「手袋を買うお金がな
い」と言われ雪遊びをどうしようかということになりました。結局他の保護者が貸し
てくれることになりましたが、そのような保護者が増えてきていると感じます。また
そのような保護者にどのように接すればよいかという保育士の教育も必要だと思いま
す（30歳代女性）。
・ 現代の子育て事情は困難を極めていると思います。働く親への子育て支援は私たちの
職業の根本であるとは思いますが、親が子どもの養育を疎かにしていると思う場面を
いくつも見ます。早朝・延長といった長時間に渡る保育は子どもの心の成長にも影響
を与えます。私たち保育者はどう頑張っても身近な親とは違います。時には子どもの
心を代弁し、親と共に子育てを行なうことが私の理想ですが、対する親はあまり関心
を持たないといった事も多いです。これからの世の中で成長し担っていかなくてはな
らない子どもたちが心身共に健全であるようにと願いながらも不安に思います。子ど
もの成長過程に問題があるのでは？と思うような事件も多い中、私たちには手に負え
ない事情をいくつか目にしどうすることもできないもどかしさを感じる事は少なくあ
りません。子育てや支援の専門性だけでなく、子どもの心を知っている専門職として
－75－
世に認められればと思います。またそのような姿勢を支援してくださるような方（政
治団体のようなもの）があったらと思います。子育てや支援の専門性だけを求められ
る事は私たちも破滅してしまいます（40歳代女性）。
・ 勤務時間内では仕事を終えることが出来ないため、結局１、２時間は毎日残ってやっ
ている状態。ある程度仕方ないことと自分に言い聞かせている。年休はあっても自由
に使うことができない。子どもの学校の用事などどうしても行かなくてはいけない事
以外は年休を使っていない。なので年休は捨ててる状態（50歳代女性）。
・ １人担任の場合、お休みが取れなかったり、保育の準備や行事の準備など就労時間が
長くなってしまうことがあり、「働きすぎ」と感じることがある。落ちついて子ども
達（ひとりひとり)に向き合う他にいろいろなことが多すぎて大変な仕事と感じてい
ます（50歳代女性）。
・ 公務員の保育士が1.5の給与であれば、せめて私立認可保育所の保育士は1.25の給与が
支給できるくらいの運営費が欲しい。数年までの産経新聞に公立1.5に対し、私立1.0
という記事が出た。こんな保育士の待遇では良質な保育士がきてくれない。保育者養
成校は入学した学生を全部卒業させるのでなく、留年させてもっと良質な保育士を社
会に送り出すべきだ。豊かな社会は必ずだめになる。人類の歴史である。ローマをみ
よ、ギリシャをみよ（60歳代女性）。
○私立保育園　非正規職員
・ 現在子育て支援センターを任されており、２歳児クラスの手伝いもするなど仕事内容
の多さからどれも中途半端な達成感である。担任でないのに経過記録を書くことに疑
問を感じたり、事務雑用も任され、それでいて、パート就労。任される仕事をすんな
りとこなしていくと出来る人と判断されて次々に仕事がまわってくる状態。楽に適当
にほどよく仕事をこなしている人が羨ましく思います（20歳代女性）。
・ ６時間勤務なのに正職と同じような仕事内容というのが納得いかない部分である。お
互いに気持ちよく働けるような仕事内容にしてもらいたい。そうすることによって１
人ひとりの意欲が高まり、いい保育に繋がっていくと思う。何をするにも人間関係が
一番左右されると思っている（30歳代女性）。
・ これは保育士の仕事なのだろうか？と思うことがある。書きづらいです（30歳代女性）。
・ 若い人の人間力が薄く（低く）なっていると思う。しかし立場的にどこまで話をした
ら良いのか？と常に考えている。正職員は、公の仕事をも多く、新人教育ができない
場合もある。勝手に言う事もできず、正職員（リーダー）に話をする時間もなし。考
えてしまう時もある。公の仕事が忙しい正職員にかわり保育を担当するが、給料面の
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差が大きいと思う時もある（40歳代女性）。
・ 今のところ不満はありません。生活パターンに合って楽しくお仕事しています（40歳
代女性）。
・ パート勤務ですが、仕事内容が正規と同じに関わらず行事や会議などに出ることもな
く差別を感じる時がある。また、副任する事がほとんどだが、正規職職員の方が仕事
ができず、精神的苦痛があり、ストレスがたまる。現場での注意や指導をきちんとし
ていただきたい（50歳代女性）。
○私立幼稚園　正規職員
・ 有休があっても取りにくい。公立と違って休憩時間もないのと等しい。仕事がいやに
なる（20歳代女性）。
・ 自分の好きなことを仕事に出来、幸せに感じています。日々の努力と感謝を忘れずに
過ごしていきたいと思っています（40歳代女性）。
・ 昔からですが幼稚園は給料が安すぎます。女性の職場だからという理由だと思います。
社会的地位をあげてほしいです。また、子どもを育てる教育の場であるわりに「お母
さん先生」は職場から必要とされていません。保護者からは必要とされても「いやな
らやめて下さい」とパワハラを受けています（40歳代女性）。
○公立幼稚園　非正規職員
・アンケート結果について報告して欲しい（60歳代男性）。
○民営化園　正規職員
・ 人間の基礎となる乳幼児期に携わる仕事にしては安月給で休みもない。週休２日であっ
ても仕事量が多く仕事を持ち帰っても間に合わない。そのため、私は結婚に踏み出せな
いでいる。今のままの状態で家庭を持ち、両立していけるか不安である（20歳代女性）。
・ 有給を自由に使えるようになってほしい。人手が足りなかったり取りにくい雰囲気が
あったりでなかなか自由に使えない（20歳代女性）。
○民営化園　非正規職員
・ 対応の難しい親、子が多すぎる。夜間、深夜まで預かる施設がたくさんあってもいい
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と思う。保育士の責任、自覚が感じられないことが多い。企業内、院内などに託児施
設がもっとほしい（20歳代女性）。
・ 日々の仕事に追われ、サービス残業や持ち帰りの仕事があるにもかかわらず、臨時職
は１年契約で給料が低い。休憩時間もほぼ取れていない。自分のスキルアップとして
の時間をなかなか作れず、振り返りなどが不十分である（20歳代女性）。
おわりに
　本論は、2010年２月から３月にかけて行った調査の第一次報告である。
　この調査を行ってみての反省点は多々ある。思いつくままに挙げれば、調査時期である。
年度末の多忙な時期に突入しつつある２月頃に、いつまでに回答せよ式のアンケート用紙
を送りつけられるのは迷惑千万以外の何者でもない、といわれれば何も申し開きできない。
少なくとも調査結果を見れば、回答者の多くの方々が多忙な日常を抱えているからである。
しかしその一方で、多忙な時期にもかかわらず1200通以上の回答をいただいたという事実
は、現在の保育者のおかれた苦境に対する声であったのかもしれない。多忙な時期にもか
かわらず回答いただいたみなさまにお礼をもうしあげたい。また、質問項目に関して保養
協調査の質問を借用させていただいたが、調査結果を集計し、本論を執筆する段階にいたっ
て、あんなことやこんなことも聞いておけばよかったという思いが残る。もちろん調査開
始当時から、新潟における保育者の就労状況を明らかにすることの重要性は理解していた
つもりではあるが、走りながら考える式で調査を始めてしまったことに対しては一定の反
省が必要であると考えている。
　他にも反省点はいくつも挙げることができるのだが、それ以上に1200通以上の回答を寄
せていただいたことは非常に重い責任を伴うことであると考えている。せっかくいただい
たデータを、この第一次報告で終わらせるのではなく、テーマを設定してもっと研究を深
めていく努力を続けたいと思う。（小川　崇）
　多くの現職保育者の方々にご協力を頂き、貴重な声が集まった。集計しながら保育者の
現在おかれている過酷な実態から悲痛な叫びが聞こえてくるようであった。特に非正規の
方の「研修を受けたくても受けられない」等の回答に「いったいどうしたらいいのだろう」
と私の作業は時に滞り、考え込んでしまうのであった。これらの回答の背景には真剣に子
どものことを考えて保育現場をより良いものにしたいという保育者の真摯な願いが感じら
れた。それ故、尚更切実さは弥増して迫ってきた。とにかく事実（実態）を明らかにする
こと。そこから出発するしかない。そんな思いで取り組んだのだが、事実（実態）を十全
に報告できたかというとまだまだ不十分さを否めず、忸怩たる思いもある。けれど、この
ようにご協力してくださった方々の存在に大変励まされている。集まった貴重な声に力を
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お借りして、この調査を、ひいては新潟県の子どもたちの保育に意義あるものとして結実
させていきたいと今、改めて考えている。（栗原ひとみ）
　今回の調査に対しては様々な反応があった。「そのような調査は大いにやっていただい
て結構」という声が聞かれた一方で、調査内容に複雑なそして不愉快な思いを抱く保育者
の方がいらっしゃったことも事実である。突然、見知らぬ者から、先生方の給与を教えて
欲しい、という申し出に不愉快な思いになるのは無理もないと理解している。また、私た
ちの調査に対しては社会的立場により様々な考え方や捉え方があるのは当然のことである
と思う。しかしながら、わが国を担う子どもたちの健やかな成長を保証するために、保育
者の就労実態を明らかにすることは必須事項であると筆者は考えている。これは今回の調
査を通して改めて感じたことである。また、調査結果を見て現場に勤務する保育者の方た
ちは自分たちの就労実態を訴える何かしらのすべを求めていたのではないかと感じ、今回
の調査の意義を自分なりに見出している。
　今回は調査結果の概要報告に留まっており、これから更なる分析をすることで新潟県の
保育者がおかれている実態が見えてくる。そして、掴み切れていない実態をさらに明らか
にするためには、保育者の方に今後も御協力をいただかなければならないこともあるかと
感じている。保育者ひとりひとりの声が保育を変えていく力になり、私たちがそのお手伝
いをできればと考えている。
　最後に、大変多忙な時期でありながら、千人以上の先生からご回答を得ることができた
ことに心から感謝申し上げたい。（永井裕紀子）
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